
     
心と心を結ぶ言葉 

                          校長 臼井 昌章 
 

４５日間の夏休みも、終わってしまうとあっという間
ですね。今夏の総体やコンクール、展覧会でもみなさん
の活躍を目の当たりにすることができました。県大会で
活躍し、あと一歩で関東大会出場というところまで勝ち
進んだり、昨年よりも演奏の質が上がりすばらしい音色
を響かせたり、作品が郡の展覧会で各賞を総なめにした
り･･･すばらしいです。また、広島市に平和学習に赴いた
り、オーストラリアで語学研修したりと、さまざまな分
野で活躍するみなさんの姿を応援する機会があり、とて
もうれしく思いました。 
 さて、夏休み中生徒のみなさんは、普段よりも近所の人と顔を合わせる機会も多かったと思い
ます。みなさんは近所の人とその日初めて顔を合わせた時、あいさつをしているでしょうか？ 
 １０年前の少し古いデータですが、文化庁が全国１６才以上の男女を対象に実施した「国語に
関する世論調査」の平成２８年版に、「近所の人とその日初めて顔を合わせた時、あいさつをし
ていますか」という質問がありました。その答えは、「いつもする」が６９.３％、「すること
が多い」が２３.４％で、合わせて９２.７％が「する」でした。一方、「いつもしない」は０.
６％、「しないことが多い」は４.７％で、合わせて５.３％が「しない」でした。年齢に関係な
く、調査に回答した９割以上の人が、近所の人とは日常的にあいさつを交わしているという結果
にはびっくりしました。 
  さらに興味深いのは、その前年の調査なのですが、「どのような言葉に出会った時、心と心を
結ぶ言葉の大切さを感じますか」という質問に対して、１０項目の選択肢の中で「地域や職場で
気持ちよくあいさつをしあう時」と回答した人が５０.６％と最も多かったことです。 
 あいさつに関する２つの調査から、多くの人が「近所の人といつもあいさつを交わしており、
地域や職場で気持ちよくあいさつすることによって、心と心を結ぶ言葉の大切さを感じている」
のだなあと思いました。 
 あいさつの効用を挙げると、笑顔になる、会話のきっかけになる、人間関係が円滑になる、そ
して心と心を結ぶなど、きりがありません。あいさつは「心と心を結ぶ言葉」なのだと意識しな
がら、ぜひ、全校生徒のみなさんにあいさつを心がけてほしいです。 
  ９月は印西市いじめ防止啓発強化月間です。家族や友だち、先輩、後輩、先生、近所の方と気
持ちよくあいさつをして心の垣根を下げ、相手との距離を縮めて心と心を結び、明るくさわやか
な毎日を送ることができるといいですね。 
 

◎◎第第２２章章、、飛飛躍躍にに向向けけててのの決決意意表表明明  ～～２２学学期期始始業業式式～～  
 
始業式では、各学年の代表生徒が、夏休みを終えた今の自分たちを見つめ、２学期をどのよう

に過ごしていきたいかを発表しました。 
１年生からは、合唱コンクールでクラスの力を一つにすること、授業や家庭学習にしっかり取

り組むこと、そして挨拶や２分前着席など、日々の当たり前を大切にしていきたいという話があ
りました。２年生は、これまでの行事や活動を通して得た「協力すること」の大切さを振り返り、
これからは学校の中心となる学年として、自分たちの課題にも目を向けながら行動していこうと
呼びかけました。３年生は、いよいよ進路を考える時期を迎えた中で、時間の使い方や自分の行
動に責任をもつこと、そして互いを思いやる言葉や態度を大切にしたいという思いを語りました。 
３人の発表から感じられたのは、「こうなりたい」と願うだけでなく、「そのために自分は何

をするのか」を考えている姿です。２学期は、合唱コンクールをはじめ、さまざまな活動が待っ
ています。一人一人が自分の役割を考え、仲間と声を掛け合いながら、一日一日の積み重ねを大
切にしていきましょう。 
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【学校教育目標】 
 
『次代を担う、豊かな心と 
   たくましく生きる力を 
      持った生徒の育成』 
 
【めざす生徒像】 
・自ら進んで粘り強く学習する生徒 

 ・気持ちよく挨拶ができる心豊かな生徒 

 ・健康でたくましい体力づくりの 

できる生徒 

 



◎◎小小中中合合同同避避難難訓訓練練  ～～不不審審者者対対応応～～ 

９月１日（火）に、不審者対応避難訓練を実施しました。今回の訓練は、校内に不審者が侵入
した際、その場にいる一人一人がどのように身を守るかを考える訓練でした。訓練の振り返りで
は、不審者侵入の合図となる放送を聞いたら，鍵のかかる場所へ避難することを確認しました。
また、教室外にいる場合には，状況に応じて安全な場所を自分で判断することも大切です。不審
者は服装や見た目だけでは判断できないため、少しでも不審に感じたときには、近くの大人に知
らせることも確認しました。 
あわせて、校舎への侵入を防ぐため、出入りの際には扉を閉めることや、ＳＮＳ・スマートフ

ォンの安全な使い方についても確認しました。今回の訓練は、自分と仲間の命を守るための大切
な学びとなりました。 
 
 

 
 
 
 

◎◎ここのの夏夏のの挑挑戦戦、、そそのの結結果果！！～～印印旛旛郡郡市市総総体体、、ココンンククーールル・・作作品品展展等等～～  

◎◎１１００月月のの予予定定  ※予定は変更する場合もあります。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○野 球 部  Dブロック準優勝 
○サッカー部 ２回戦敗退 
○陸 上 部 男子総合第２位・男女総合 第６位 

男子1500ｍ 第４位（千葉県大会出場） 
男子200m （千葉県大会出場）       別大会で出場権を獲得済み 
男子走幅跳 第２位 （千葉県大会出場）  
男子走幅跳 第３位 （千葉県大会出場） 
男子１年100m 第８位（千葉県大会出場） 
女子棒高跳 第６位 （千葉県大会出場） 

女子棒高跳 第５位 （千葉県大会出場） 
○バスケットボール部  男子 ３回戦敗退・女子 ３回戦敗退  
○バドミントン部  

・男子 団 体 ２回戦敗退 シングルス第５位  
・女子 団 体 準優勝（千葉県大会出場） 

     ダブルス準優勝（千葉県大会出場）             ペア 

     ダブルス第５位          ペア、         ペア  
○テニス部 ・男子 個人戦 第３位（千葉県大会出場）          ペア 

     ・女子 団 体 準優勝（千葉県大会出場・ベスト８） 
○剣 道 部  ・男子 団体 １回戦敗退  ・女子 団体 １回戦敗退  
○音 楽 部  県吹奏楽コンクールＡ部門 銀賞  

県吹奏楽コンクールJr部門 優良賞 
○創 作 部  中学校美術部作品展 最優秀賞      ・      ・ 
                 優秀賞       ・       他、佳作３点  
※硬式テニス シングルス準優勝（関東大会出場） 
※千葉県小・中・高校席書大会 千葉日報社賞  

1日(木) 後期日課開始 教育相談～７日 
2日(金) 全校評議会 ３年実力テスト 
5日(月) 専門委員会  
7日(水) 印旛郡市駅伝大会 
9日(金) 通知表配付 安全点検 

12日(月) スポーツの日 
13日(火) 合唱コンクール中間発表会 
14日(水) 生徒会任命式 
19日(月) 職員会議 一斉下校 

20日(火) 合唱コンクール（ふれあいプラザさかえ） 
21日(水) 千葉県教育庁北総教育事務所学校訪問 
23日(金) 校内研修会 一斉下校 
24日(土) PTA環境美化作業 
26日(月) 学年会議 一斉下校 
27日(火) ２年職場体験 第２回進路説明会 
28日(水) ２年職場体験 
29日(木) さわやかハートフルコンサート(AM)
30日(金) 人権教室 



 


